
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２年生が地域のトマト農園を訪問しました。ハウスの中では、赤やオレンジ、緑のトマトを観察したり、農家の方のお話を聞いたりしながら、子ども

たちは熱心に学習に取り組んでいました。実際に見て、聞いて、確かめる体験は、学びをより深く豊かなものにしてくれます。そして、その学びを支

えてくださっているのが地域の皆様です。五小では、学校の外へ学びを開くこと、そして地域の皆様のお力を子どもたちの学びにつなげることを大

切にしています。ご協力いただいた農家の皆様に心より感謝申し上げます。 

農家の方のお話か

ら、トマトづくりの工

夫や大変さを学びま

した。学校の外にも、

子どもたちの学びを

支えてくださる方々

がいらっしゃいます。

地域の皆様のお力

に、改めて感謝申し

上げます。 

葉の形、実の色、

ハウスの中の様子。

実際にふれること

で、生活科の学びが

ぐっと身近なものに

なりました。また、保

護者ボランティアの

皆様にも見守りや移

動の支援をいただ

き、子どもたちが安

心して学ぶことがで

きました。 

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/school/sho.daigo/ 
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- Go forward together! - 
安心して学び、安心して挑戦する一年へ！ 

館林市立第五小学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2年生のトマト農園見学では、子どもたちの中に、たくさんの問いが生まれていました。色の違

うトマトを見て、首をかしげる。農家の方の話を聞いて、うなずく。友達と気付いたことを伝え合

う。学びは、答えを覚える前に「なぜだろう」と感じるところから始まります。 

 子どもたちは、説明を聞くだけではありませんでした。「これはどうしてですか。」「どれくらいで

赤くなるのですか。」そんな質問を投げかける姿も見られました。自分の目で見て、不思議に思

い、確かめたくなる。その瞬間に、学びは自分のものになっていきます。 

 地域の方の言葉や、本物にふれた経験は、教室に戻ってからの学びにも残ります。授業の中で

新しい知識と出会ったときにも、「あのとき見たトマトだ」と結び付くことがあります。 

 その背景には、時間をつくり、力を貸してくださる地域の皆様の存在があります。農園を案内し

てくださった方々、見学を支えてくださった保護者ボランティアの皆様に心より感謝申し上げま

す。 

 五小では、そうした問いの芽を大切にしたいと考えています。地域の皆様との出会いが新しい

問いを生み、その問いが次の学びを動かしていく。そんな学びの入口を、これからも大切にして

いきます。 

第五小学校では、地域の方々や関係団体の皆様、保護者ボランティアの皆様のご協力をいただきながら、様々な学習活動を進めています。今回のトマ

ト農園見学も、その一つです。学校の外には、教科書だけでは学ぶことのできない「本物」があり、人との出会いがあります。このカレンダーには、一年間

を通して児童の学びを支えてくださっている地域の活動や取組がまとめられています。これからも、学校の中だけでなく地域へ学びを開き、地域の力

を学校の学びに生かしながら、児童の学びをより豊かなものにしていきたいと考えています。地域の皆様には、子どもたちに伝えたいことや、学びに生

かせそうな活動がありましたら、ぜひ学校までご連絡ください。 


